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  本論文の構成は次のとおりである。 
第 1章 研究の目的，対象，方法        
第 2章 先行研究の概要            
第 3章 斎藤諸平の分団教授の変遷               
第 1節 奈良女子高等師範学校附属小学校時代の 
「分団教授」 
第 2節 玉島尋常高等小学校時代の「分団教授」          
第 3節 倉敷尋常高等小学校時代の「分団教授」            
第 4節 斎藤諸平の分団教授の実際とその変遷に 
関する考察 
 
第 4章 斎藤諸平の分団教授の理論の検討    
  第 1節 理想と現実から生まれた分団教授               
  第 2節 斎藤諸平は分団教授によって理想と現実 
にどう対応してきたか 
 
第 5章 斎藤諸平の分団教授が教育実践に与えた影響       
  第 1節 その後の倉敷尋常高等小学校    
  第 2節 斎藤の分団教授が岡山県や日本各地の教 
育実践にどう影響を与えていたか  
 
第 6章 斎藤諸平の分団教授の現代の実践に対する意 
味    
  第 1節 終戦直後，昭和 20年代の能力別学級編 
成や分団学習の復活  
  第 2節 現代の実践に対する意味  
 
























































































































































































・斎藤諸平・清水甚吾『分団教授の実際』 弘道館 1915 
年（大正 4年） 
・斎藤諸平・兒子喜六『発動主義分団教授一斑』 中文 
館 金正堂 1919年（大正 8） 
・斎藤諸平『教育理想の研究』 廣文堂 1924年(大正 
13)  
・斎藤諸平『学習輔導の原理と実際』 廣文堂 1926年 
（大正 15） 
・斎藤諸平『教育診断に基調する学級教育の実際 』 実 
文館 1929年（昭和 4）  
・斎藤諸平『結婚 50周年記念 明宝荘の回顧 我が 70 




スル研究』 岡山県倉敷町児童教育研究会 1923年 
（大正 12） 
・『倉敷小学 教育実際要覧』 岡山県倉敷小学校 1925 
年（大正 14） 
・金谷 鼎『ドルトン式自立学習の実際』 岸田書店 
 1925年（大正 14） 
・『国民的人格教育実際体系 第一集』 倉敷尋常高等 
 小学校 1929年（昭和 4） 
・『国民的人格教育実際体系 第四集』 倉敷尋常高等 
 小学校 1929年（昭和 4） 
・渡辺唯雄『我校教育の実際』 岸田書店 1933年（昭 
和 8） 
・九十年のあゆみ編集委員会『九十年のあゆみ』 倉敷 
市立倉敷東小学校 1964 年（昭和 39）  
 
 ＜斎藤諸平に関する研究論文＞ 
・清水 寛・迫 ゆかり「大正自由教育と障害児教育[1] 
－斎藤諸平と倉敷小学校の特別学級（１）－」『埼玉大




究』第 27巻 №3 1989年（平成元）ｐ31~43 
・吉良偀『大正自由教育とドルトン・プラン』 福村出
版 1985年（昭和 60） 
 
＜大正，昭和初期の教育に関する研究書，論文など＞ 
・中野 光『大正自由教育の研究』 黎明書房 1998年
（平成 10）   
・小原国芳『日本新教育百年史 中国・四国』 玉川大 




書房 1976年（昭和 51）  
・国立教育研究所編『日本近代百年史』 財団法人教育
研究振興会 1974年（昭和 49）  
・真田幸憲『分団教授原義』 目黒書店 1918年（大正 
7年）  




北大学研究年報』第 27巻 1979年（昭和 54） 
・『附属小学校九十年史』 岡山大学教育学部附属小学校 
 1966年(昭和 41)  





開過程とその実態－』 多賀出版 2000年（平成 12） 
・村田晃治「戦前の能力別学級編成等の変遷」『花園大学 
研究紀要』第 13号 1982年（昭和 58） 
・村田晃治「戦後の能力別学級編成の変遷」 
『花園大学研究紀要』第 14号 1983年（昭和 59） 
・宮本健市郎『アメリカ進歩主義教授理論の形成過程』 
 東信堂 2005年（平成 17） 
・倉澤栄吉『倉澤栄吉 国語教育全集３ 国語学習指導 
の本義』 角川書店 1987年（昭和 62）  
 
